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は
じ
め
に
、
本
年
元
日
に
発
生
し
た
石
川
県
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た

皆
様
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
今
も
な
お
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
皆
様
に

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
、
一
日
も
早
い
復
旧
、
復
興
を
願
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、
現
在
、
地
域
防
災
計
画
の
改
定
作
業
中
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
地
域
に
お
い

て
も
大
規
模
地
震
が
い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
、
引
き
続
き
関
係

機
関
と
連
携
し
、
防
災
・
減
災
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
近
年
、
地
球
温
暖
化
問
題
は
よ
り
一
層
深
刻
化
し
て
お
り
、
本
町
に
お
い
て
も
、
昨
年
は
各
学
校

に
お
い
て
熱
中
症
対
策
の
た
め
臨
時
休
業
す
る
な
ど
、
記
録
的
な
暑
さ
に
見
舞
わ
れ
、
児
童
、
生
徒

の
体
調
管
理
や
教
育
活
動
へ
も
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

　
本
町
と
し
ま
し
て
も
、
小
中
学
校
や
児
童
館
、
保
育
所
な
ど
公
共
施
設
へ
の
冷
房
設
備
の
整
備
を

進
め
、
熱
中
症
対
策
や
環
境
改
善
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
酪
農
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
飼
料
や
肥
料
、
光
熱
水
費
な
ど
、
生
産
コ
ス
ト
の
高
止
ま
り
や
生
乳

生
産
抑
制
、
牛
の
個
体
価
格
の
低
迷
に
加
え
、
昨
年
の
猛
暑
の
影
響
に
よ
る
乳
量
の
低
下
な
ど
、
酪

農
に
与
え
た
影
響
は
大
き
く
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
経
営
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
酪
農
家
が
将
来
に
わ
た
り
意
欲
を
持
っ
て
営
農
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
農
協
等
関
係
団
体
と
連
携

し
、「
生
乳
生
産
抑
制
か
ら
の
脱
却
」「
生
産
基
盤
の
回
復
」
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
町
の
経
済
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
５
類
移
行
に
伴
い
、
地
域
経
済
が
再
起
動
し
て

い
く
一
方
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
物
価
の
高
騰
に
加
え
、
深
刻
化
す
る
働
き
手
不
足
な
ど
、
景
気

回
復
へ
の
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
産
業
の
振
興
と
雇
用
の
確
保
に
つ
な
が
る
施
策
を
推
し
進
め
、
地
域
経
済
の
発
展
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
私
は
、
平
成
28
年
の
就
任
か
ら
、
一
貫
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
姿
勢
と
し
て
、
中
標
津
ら
し
さ

の
継
続
を
掲
げ
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
最
重
要
課
題
と
な
る
人
口
減
少
問
題
を
常
に
念
頭
に
お
き
、

政
策
・
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
確
実
に
進
む
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
は
、
働
き
手
の
減
少
に
よ
る
地
域
経
済

の
衰
退
だ
け
で
な
く
、
学
校
の
統
合
問
題
に
も
及
び
、
保
護
者
や
地
域
住
民
と
と
も
に
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
も
近
付
い
て
お
り
ま
す
。

　
先
達
が
構
築
し
た
住
み
や
す
さ
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
施
策
の
成
果
を
検
証

し
、
更
に
磨
き
上
げ
、
政
策
の
効
果
を
高
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
、
本
町
が
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
や
可
能
性
は
、
様
々
な
課
題
解
決
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
中
標
津
が
中
標
津
ら
し
く
存
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
第
７
期
総
合
計
画
の

基
本
理
念
で
あ
る
「
つ
な
が
る
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
今
ま
で
作
り
上
げ
た
利
便
性
と
住
み
や

す
さ
を
更
に
追
及
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
ま
ち
、「
住
み
や
す
さ
Ｎ
Ｏ
.
１
の
ま
ち
」
を
目
指
し
て

町
民
の
皆
様
と
と
も
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
は
じ
め
に
、
こ
の
度
の
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
の
報
に
接
し
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
一
日
も
早
い
復
旧
、
復
興
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
地
域
に
お
い
て
も
、
大
規
模
地
震
が
い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
が
あ
る
こ
と
を
念

頭
に
置
き
、
日
頃
よ
り
防
災
等
へ
の
意
識
を
高
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
進
め
、
自

ら
予
測
・
判
断
し
、
行
動
で
き
る
力
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
進
行
、
情
報
技
術
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
な
ど
に
よ
り
、

価
値
観
や
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
が
大
き
く
変
わ
る
中
、
従
来
の
知
識
や
経
験
だ
け
で
は
解
を
見
い
だ
す

こ
と
が
難
し
い
時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
変
化
の
激
し
い
時
代
に
あ
っ
て
も
、
子
ど
も
た

ち
が
、
自
ら
の
良
さ
や
可
能
性
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
全
て
の
人
を
価
値
の
あ
る
存
在
と
し
て
尊

重
し
、
多
様
な
人
々
と
協
働
し
な
が
ら
、
未
来
を
切
り
拓
く
持
続
可
能
な
社
会
の
創
り
手
と
し
て
成

長
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
資
質
・
能
力
を
育
む
教
育
行
政
の
推
進
を
図
る
上
で
、

確
か
な
学
力
、
豊
か
な
心
、
健
や
か
な
体
を
育
む
、
知
・
徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た
「
生
き
る
力
」

を
育
み
、
中
標
津
町
教
育
大
綱
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
と
思
い
や
り
の
心
を

も
ち
、
社
会
の
中
で
生
き
る
力
を
育
む
教
育
」
を
念
頭
に
、
誰
も
が
郷
土
に
愛
着
を
持
ち
、
残
り
た

い
・
帰
っ
て
き
た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ

た
地
域
の
総
合
力
に
よ
る
教
育
活
動
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
中
標
津
町
教
育
委
員
会
で
は
、
令
和
２
年
度
よ
り
中
標
津
町
の
幼
稚
園
・
学
校
の
合
言
葉
を
次
の

と
お
り
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
幼
稚
園　
「
あ
い
さ
つ　
か
た
づ
け　
み
ん
な
な
か
よ
し
」

　
　
小･

中
学
校
「
あ
い
さ
つ　
そ
う
じ　
べ
ん
き
ょ
う　
時
間
を
守
る
」

　
　
　
　
　
　
　
「
い
じ
め
や
仲
間
は
ず
れ
を
し
な
い
心
の
優
し
い
子
ど
も
に
な
る
」

　
　
農
業
高
校　
「
時
を
守
り　
場
を
清
め　
礼
を
尽
く
す
」

　
　
　
　
　
　
　
「
社
会
性
を
養
い　
良
好
な
人
間
関
係
を
築
く
」

　
自
主
・
自
律
の
精
神
と
規
範
意
識
、
人
を
思
い
や
る
心
の
醸
成
は
、
い
つ
の
時
代
も
変
わ
ら
な
い

教
育
の
基
礎
基
本
で
す
。

　
こ
の
合
言
葉
を
す
べ
て
の
教
職
員
・
園
児
・
児
童
・
生
徒
が
常
に
心
が
け
、
地
域
・
保
護
者
の
理

解
と
協
力
を
得
な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
身
に
付
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
園
・
学
校
づ
く
り
へ
の
第
一

歩
だ
と
考
え
、
実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
中
標
津
町
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、地
域・学
校・家
庭・行
政
が
「
横
の
」
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、

本
町
の
持
つ
豊
か
な
資
源
を
学
校
教
育
・
社
会
教
育
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
効
果
的
に
活
用
し
、
学
び
の

楽
し
さ
を
実
感
で
き
る
教
育
の
実
現
を
進
め
、
生
涯
を
通
じ
て
主
体
的
に
学
び
続
け
る
意
欲
を
育
み
、

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
本
町
教
育
の
発
展
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

紙
面
の
都
合
上
、
一
部
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
全
文
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

令
和
６
年
度
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※�数値については千円単位のものを四捨五入し、万円単位で表記していますので、合計の額や％の数字が一致しない場
合があります。

※（　）内は前年度額

中標津町の予算規模
会　　計　　区　　分 令和６年度予算 令和５年度予算 増　減　額 伸　率

一 般 会 計 A 158億9,200万円 161億4,100万円 △2億4,900万円 △1.5％

特　
別　
会　
計

国民健康保険事業特別会計 27億5,760万円 27億2,548万円 3,212万円 1.2％
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 3億6,369万円 3億2,192万円 4,177万円 13.0％
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 16億9,311万円 16億7,114万円 2,197万円 1.3％
町 営 牧 場 特 別 会 計 6,974万円 6,753万円 221万円 3.3％
　　　　　 計　　　　　B 48億8,415万円 47億8,607万円 9,808万円 2.0％
小　　　 計 A ＋ B　　　 C 207億7,615万円 209億2,707万円 △1億5,092万円 △0.7％

企
業
会
計

水 道 事 業 会 計 8億6,268万円 10億3,289万円 △1億7,021万円 △16.5％
簡 易 水 道 事 業 会 計 8億9,294万円 8億9,523万円 △229万円 △0.3％
下 水 道 事 業 会 計 16億4,580万円 17億5,901万円 △1億1,321万円 △6.4％
病 院 事 業 会 計 60億9,577万円 52億6,968万円 8億2,609万円 15.7％
　　　　　 計　　　　　D 94億9,719万円 89億5,681万円 5億4,038万円 6.0％

合　　　　　　　 計　 C ＋ D 302億7,334万円 298億8,388万円 3億8,946万円 1.3％

町民１人あたりの行政経費　711町民１人あたりの行政経費　711,,179円179円（711,841円）（711,841円）
　令和６年２月29日現在の人口22,346人で、町民1人あたりの行政経費を算出しました。

教育のために 農林業の
ために

消 防・
救急活
動に

商工業
のため
に

お年寄り ・
子どもなど
の福祉のた
めに

131,678円
（122,881円）

6,650円
（4,108円）

80,384円
（133,588円）

30,665円
（29,062円）

19,337円
（19,044円）

道路・排水・
公園整備な
どに

ごみの焼却や
し尿処理に

借入金
返済に

その他の
町民サー
ビスなど
に

健康を守る
ために

66,015円
（64,366円）

107,140円
（81,336円）

37,767円
（34,063円）

87,321円
（79,824円）

144,222円
（143,569円）

　中標津町の令和６年度予算が決まりました。４月から予算に基づきさまざまな施策を実行して
いきます。

　中標津町の今年度の予算は、「令和６年度予算編成方針」に基づき、事業の優先度や効果を充分検討したうえ
で編成にあたり、一般会計予算は158億9,200万円となりました。
　総合計画の町の将来像「空とみどりが人をつないでいくまち中標津　～住みたいまち、住み続けたいまち～」
の実現に向け、人口減少を見据えた施策の展開や効率化、歳入確保などにより、安定的な財政基盤を確立すると
ともに、まちの利便性や住みやすさをさらに追及することで「住みやすさＮｏ.１のまち」となることを目標に
取り組んでいきます。

なかしべつの予算令和６年度
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町　税
33億4,241万円
 　　21.0%
　　　（△4.1％）

町　税
33億4,241万円
 　　21.0%
　　　（△4.1％）

町　税
33億4,241万円
 　　21.0%
　　　（△4.1％）

地方交付税
53億8,277万円
33.9％（5.0％）

地方交付税
53億8,277万円
33.9％（5.0％）

地方交付税
53億8,277万円
33.9％（5.0％）

使用料及び手数料
2億9,006万円
1.8％（△1.5％）

使用料及び手数料
2億9,006万円
1.8％（△1.5％）

国庫支出金
14億4,043万円
9.1％（△11.0％）

国庫支出金
14億4,043万円
9.1％（△11.0％）

国庫支出金
14億4,043万円
9.1％（△11.0％）

道支出金
11億5,678万円
7.3％（12.3％）

道支出金
11億5,678万円
7.3％（12.3％）

道支出金
11億5,678万円
7.3％（12.3％）

繰入金
6億6,239万円
4.2％（△25.6％）

繰入金
6億6,239万円
4.2％（△25.6％）

町　債
18億6,250万円
11.7％（△6.8％）

町　債
18億6,250万円
11.7％（△6.8％）

その他
17億5,466万円
11.0％（3.5％）

158億9,200万円158億9,200万円158億9,200万円

歳入合計

歳　入　（予算区分の説明）

○町　　　税：みなさんに納めていただく税
○地方交付税：�全国どこでも公平なサービスが受けられるよ

うに、国が国税の一定割合を交付するもの
○使用料及び手数料：�公共施設などの利用料金や印鑑証明などの証

明書発行にかかる手数料など
○国庫支出金：�特定の事業を行う場合に、国から交付される

負担金や補助金など
○道 支 出 金：��特定の事業を行う場合に、北海道から交付さ

れる負担金や補助金など
○繰 入 金：�町の貯金からの取崩金や、公共施設の建設費

借入金の返済に使用するための貯金の取崩金
など

○町　　　債：�道路整備や学校建設などの事業を行うための
借入金（借金）

○そ の 他：�地方譲与税、利子割交付金、地方消費税交付金、
分担金および負担金、財産収入、諸収入など

一般会計予算の内訳と構成比 一般会計予算の内訳と構成比 （　）内は対前年度伸率（　）内は対前年度伸率

歳出(性質別)　（予算区分の説明）

○人 件 費：職員の給与や議員の報酬など
○物 件 費：�町の施設で使う光熱水費、消耗品費、委託料

など
○補 助 費 等：�外部団体等に対する補助金や負担金など
○公　債　費：長期に借入れた町債（借金）の返済金
○繰 出 金：�一般会計から特別会計や企業会計に対し、国

の基準等に基づき支出するもの
○投資的経費：�道路・学校・公園などの整備に要する経費
○そ の 他：�扶助費、維持補修費、積立金、貸付金、予備

費の合計

○公債費　対前年度　1億4,126万円増
　・大型建設事業の償還開始によるもの
○投資的経費　対前年度　6億9,066万円減
　�・広陵中学校改良事業（本校舎）の完了等によるもの

○地方交付税　対前年度　2億5,535万円増
　・こども子育て費などの需要額の増によるもの
○道支出金　対前年度　1億2,658万円増
　�・緑ヶ丘森林公園整備事業等によるもの

○国庫支出金　対前年度　1億7,834万円減
　・広陵中学校改良事業（本校舎）の完了等によるもの
○町債　対前年度　1億3,660万円減
　・広陵中学校改良事業（本校舎）の完了等によるもの

一般会計から特別会計・企業会計への繰出金の内訳

人件費
21億2,476万円
13.4％（7.1％）

人件費
21億2,476万円
13.4％（7.1％）

人件費
21億2,476万円
13.4％（7.1％）

物件費
23億5,933万円
14.8％（1.8％）

物件費
23億5,933万円
14.8％（1.8％）

物件費
23億5,933万円
14.8％（1.8％）

補助費等
23億4,526万円
14.8％（3.0％）

補助費等
23億4,526万円
14.8％（3.0％）

補助費等
23億4,526万円
14.8％（3.0％）

公債費
19億5,127万円
12.3％（7.8％）

公債費
19億5,127万円
12.3％（7.8％）

公債費
19億5,127万円
12.3％（7.8％）

繰出金
24億462万円
15.1％（△0.2％）

繰出金
24億462万円
15.1％（△0.2％）

繰出金
24億462万円
15.1％（△0.2％）

投資的経費
28億4,791万円
17.9％（△19.5％）

投資的経費
28億4,791万円
17.9％（△19.5％）

投資的経費
28億4,791万円
17.9％（△19.5％）

その他
18億5,885万円
11.7％（3.0％）

その他
18億5,885万円
11.7％（3.0％）

その他
18億5,885万円
11.7％（3.0％）

158億9,200万円158億9,200万円158億9,200万円

歳出合計

繰　出　先　会　計 令和６年度 令和５年度 増減額 伸　率

特別会計

国民健康保険事業特別会計 1億9,197万円 1億9,075万円 122万円 0.6％
後期高齢者医療特別会計 1億295万円 9,362万円 933万円 10.0％
介護保険事業特別会計 2億9,422万円 2億9,563万円 △141万円 △0.5％
町 営 牧 場 特 別 会 計 1,860万円 1,970万円 △110万円 △5.6％

企業会計
簡 易 水 道 事 業 会 計 1億155万円 7,664万円 2,491万円 32.5％
下 水 道 事 業 会 計 2億8,860万円 3億3,193万円 △4,334万円 △13.1％
病 院 事 業 会 計 12億79万円 11億9,967万円 111万円 0.1％

合　　　　　　　　　計 21億9,867万円 22億796万円 △928万円 △0.4％

主な増減内容

主な増減内容

※�数値については千円単位のものを四捨五入し、万円単位で表記していますので、合計の額や％の数字が一致しない場
合があります。
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政
策

１．つながりが未来を築くまちづくり
「行財政分野」

内
　
　
　
容

人口減少対策調査研究事業
（町出身大学生等への町内企業情
報発信など）

104万円

外国人財誘致推進事業（海外プロ
モーション・招致活動（２ヶ国）、
留学生支援）

8,634万円

窓口ＤＸ推進事業
（書かない窓口の導入） 3,141万円

政
策

４．住みやすいまちづくり
「都市基盤・生活環境分野」

内
　
　
　
容

市街地および郊外道路の道路整備
（改良・舗装・補修など） 5億6,510万円

照明灯・道路照明灯ＬＥＤ化整備
事業（脱炭素社会に向けたＬＥＤ
化整備）

1億6,136万円

緑ヶ丘森林公園キャンプ場利用促
進事業（キャンプ場本工事、管理
棟・公園トイレ設計）

3億8,697万円

政
策

２．安心と生きがいを感じるまちづくり
「健康・福祉・子育て分野」

内
　
　
　
容

子どものための教育・保育経費
（泉保育園・認定こども園に係る
運営経費負担金など）

5億9,062万円

子育て世帯負担軽減給付事業（児
童手当、乳幼児医療扶助など） 3億2,566万円

児童福祉施設への冷房設備
（町立保育園、児童センターみら
いる、西児童館、なかよし児童館、
計根別こども館えみふる）

1,830万円

各種相談・健康検査
（妊婦・産婦・乳幼児等）、新生児
聴覚検査、産後ケア事業など
※国の補正関連分含む

3,007万円

公的介護施設等基盤整備事業（民
間事業者による認知症高齢者グ
ループホーム整備に対する補助）

5,628万円

介護保険事業の運営（認知症初期
集中支援事業、介護予防事業など） 16億9,311万円

各種予防接種等事業
（帯状疱疹ワクチン接種費用の一
部助成など）

5,111万円

政
策

５．郷土愛あふれるまちづくり
「教育・文化分野」

内
　
　
　
容

ＧＩＧＡスクール構想推進事業
（ＩＣＴを活用した教育環境整備
など）

873万円

学校施設等冷房設備整備事業
（実施設計、保健室等冷房設備整備）
※補正予算分含む

4,916万円

物価高騰対策学校給食費支援事業
（小・中学生の給食費無償化（６ヶ
月分））

4,922万円

政
策

３．産業の力みなぎるまちづくり
「経済・産業分野」

内
　
　
　
容

牛乳消費拡大推進事業
（牛乳・乳製品の消費拡大ＰＲなど） 200万円

観光施設整備改修事業
（開陽台駐車場トイレ改築工事、
既設トイレ解体工事）

5,300万円

農業基盤整備事業
（草地造成・草地整備など）
※国の補正関連分含む

1億296万円

　町では、道路・公営住宅・学校など、将来
にわたって利用する施設を整備するために借
り入れを行なっており、令和６年度末の残高
は185億３千万円となる見込みです。

　町の貯金である基金は、物価高騰や公共施
設の整備に伴う財源不足のほか、基金の活用
目的に応じた取り崩しを行うことにより、令
和６年度末の残高は19億２千万円となる見
込みです。

　「第７期中標津町総合計画」の基本目標である５つの分野に基づく主な予算の使い道をお知らせします。

※１　財政調整基金・減債基金：財源不足時や災害等の緊急時、借入金の償還などに用いる基金
※２　特定目的基金：総合体育館建設基金や地域振興基金などの決められた目的のために用いる基金
●令和５年度および令和６年度については、各年度末の見込み額です。

令和６年度予算の主な事業の内容令和６年度予算の主な事業の内容

一般会計における借入金・基金残高の推移一般会計における借入金・基金残高の推移
188.0

186.0

184.0

182.0

180.0

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0
Ｒ2 Ｒ3 Ｒ5 Ｒ6Ｒ4

借入金残高基金残高

財政調整基金・減債基金※1残高 特定目的基金※2残高借入金残高

12.612.612.6

12.012.012.0

16.716.716.7

11.311.311.3

5.95.95.9

12.312.312.3
9.99.99.9

9.39.39.3

186.7 187.6

12.112.112.1

10.310.310.3

185.3185.2

183.1

単位：億円
借入金残高

基 金 残 高



6広報なかしべつ　2024.4

戸籍の広域交付が始まりました
　令和６年３月１日より戸籍法の一部を改正する法律が施行され、本籍地以外の市区町村の窓口でも戸籍・除
籍全部事項証明書（謄本）が請求できるようになりました。本籍地以外の市区町村の戸籍を請求する際は、戸
籍証明書等を請求できる方が、顔写真付きの身分証明書を持って窓口へ請求する必要があります。

問い合わせは、住民保険課 戸籍住民係まで。

マイナンバーカードの住所変更をお忘れなく�
　マイナンバーカードをお持ちの方は、カードの住所変更手続きが必要です。
　マイナンバーカードの住所変更手続きは、転入の届出日から90日以内に行なってください。
　90日以内に手続きを行わなかった場合は、カードは廃止となり、再発行には1,000
円の手数料がかかりますのでご注意ください。
　※�同一世帯の方であれば手続きをすることができますが、交付時に設定した４桁の暗

証番号が必要になります。暗証番号をご確認のうえ手続きへお越しください。

　町では、「ファミリー・サポート・センター事業」「一時預かり保育事業」を実施しています。利用するため
には事前登録（無料）が必要です。登録を希望される方は、印鑑をお持ちのうえ、子育て支援課（役場１階窓
口④番）までお越しください。なお、実際に利用する際は、各事業所に事前の予約が必要です。
※�「病児保育事業」につきましては、現在休止中ですが、新たな実施場所、内容等が確定次第、町ホームペー
ジや広報紙にてお知らせします。

中標津町子育て支援（預かり保育）事業

問い合わせは、子育て支援課 子育て支援係まで。

事 業 名 ファミリー・サポート・センター事業
（ファミサポ）

一 時 預 か り 保 育 事 業
中標津市街地 計根別市街地

事 業 内 容
保護者の都合による一時的な預か
り、保育園・幼稚園・小学校等の
開始時間前や終了後の預かり、お
子さんの送迎サポートなど

保護者の就労や傷病、育児疲れやリフレッシュのため、
一時的にお子さんを預かる事業

運 営 者 一般社団法人　かぽの 一般社団法人　かぽの 中標津町

利 用 可 能 日
月～金曜日（祝日、年末年始除く）
自宅預かりの場合は土・日・祝日

も可能な場合があります。
月～金曜日（祝日、年末年始除く）

最大利用時間 ７時～20時 ９時～17時
対 象 年 齢 等 小学６年生まで 生後６か月～小学校就学前 生後６か月～３歳に達する年度の末日
登録受付場所 子育て支援課（役場１階窓口④番） 計根別こども館『えみふる』

予 約 受 付・
預 か り 場 所

・東21条南7丁目6番地
　『こども園　かぽの』
・�原則、会員宅で行われますが、
打ち合わせのうえ『こども園か
ぽの』内での保育も可能。

東21条南7丁目6番地
『こども園　かぽの』

計根別南２条東３丁目１
計根別こども館『えみふる』

電 話 番 号 ❸74-8016（月～金曜日　９時～17時に予約可能） ❸78-2255

１回あたりの
利用者負担額

月～金曜日（事前予約）
９時～17時
30分　350円
※�上記以外の時間外や交通費等サ
ポートに要した経費は別途料金

※�きょうだいで預ける場合、２人
目以降半額

※年齢は、年度初日時点の年齢で区分します。
【３歳未満】
　４時間未満　1,600円
　４時間以上　3,000円
【３歳以上】
　４時間未満　1,200円
　４時間以上　2,200円

【３歳未満】
　４時間未満　1,600円
　４時間以上　3,000円

◦本人　◦配偶者　◦父母、祖父母など（直系尊属）　◦子、孫など（直系卑属）
※戸籍証明書等を請求できる方からの委任状があっても、請求はできません。
※郵送や代理人による請求はできません。
※制度の詳細など、詳しくは総務省ホームページをご覧ください。

戸籍証明書等を請求できる方
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問い合わせは、福祉課 社会福祉係まで。

住民税均等割のみ課税世帯臨時特別給付金支給のお知らせ
　エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響により、光熱水費や食費等、さまざまな支出が増加する中、非
課税世帯と同様にその影響が大きいと考えられる住民税均等割のみ課税世帯に対し、給付金を支給します。

【対象世帯】
　�　令和５年12月１日（基準日）において、中標
津町に住民登録がある世帯で、令和５年度分の住
民税が「均等割のみが課税の方」または「均等割
のみが課税の方と非課税の方」だけで構成される
世帯。

　※�すでに令和５年度において、住民税非課税世帯
等を対象とした電力・ガス・食料品等価格高騰
緊急支援給付金を受給された世帯は対象となり
ません。

【支給金額】
　　１世帯あたり10万円

【申請方法】
　�　中標津町から支給対象となる可能性がある世帯
の世帯主宛に確認書を郵送しますので、必要事項
を記入のうえ、申請先まで提出してください。

　�　本町に課税情報がない令和５年１月２日以降の
転入者が含まれる世帯は、申請書が届きませんの
で、以下の問い合わせ先までご連絡ください。

【申請受付期間・場所】
　　３月18日㈪～５月31日㈮
　　９時～17時　※土・日・祝祭日は除く
　�　郵送（返信用封筒による申請）または福祉課（役
場１階窓口⑤番）・計根別支所

　ふるさと納税によってみなさんからいただいたご寄附をどのように活用していくか、令和６年度の活用事業を
お知らせします。
　今後もより良いまちづくりに取り組んでいきますので、ぜひみなさんからも、町外在住の家族や知り合いの方々
にこの制度のＰＲをお願いします。

今年度のふるさと納税の活用事業をお知らせします�

■寄附金活用事業（令和６年度事業）

　農業高校修学環境の支援
として実習服等の現物支給
や資格検定料の全額助成を
行います。

農業高校修学環境支援事業   活用額357万円 

　住民サービス向上に
向けた書かない窓口を
導入し、来庁者の利便
性向上として書類作成
や手続きを簡素化しま
す。

　空家等の流通・利活
用を目的とした、空家
等の調査費、家財処分
費、改修費の一部に対
し補助を行います。

窓口DX推進事業
  活用額1,570万円 

空家等利活用
促進事業補助

 活用額200万円 

　牛乳・乳製品等の消費拡
大に向けたＰＲ等を行いま
す。また、牛乳消費拡大応
援条例10周年の記念事業
を展開します。

牛乳消費拡大推進事業　 活用額200万円 

問い合わせは、政策推進課 ふるさと応援係まで。

事業名（左記以外の活用事業） 活用額
若者の交流やまちづくり参加の促進 54万円
小樽商科大学との連携による経済分析など 250万円
テレワーク誘致のための支援 70万円
町民の健康づくりに向けた取り組み 45万円
町立保育園の音響機器整備 47万円
子ども・子育て支援事業計画の策定 309万円
産婦健診・産後ケア事業 186万円
不妊治療費の助成 64万円
保育士等養成のための支援 240万円
農業後継者対策のための各種イベント開催 150万円
地産地消・６次産業化に向けたイベント開催 35万円
酪農学園大学との連携による新商品開発など 73万円
畜産食品加工研修センター機器整備 158万円
地場産品知名度向上のための地域食材利活用促進 50万円
観光パンフレット制作 44万円
まちなか賑わいのためのイベント開催支援 42万円
児童生徒のスポーツ文化大会参加経費の支援 600万円
日本体育大学のラグビー部などの合宿誘致 56万円
児童生徒の成長期スポーツ検診など 25万円
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《用語解説》
※１　課税年金収入額とは ……�老齢退職年金などの収入額をいいます。障害年金や遺族年金は税法上、非課税扱いとなりこの収入額には含まれません。
※２　合 計 所 得 金 額とは�……��「収入金額」から「必要経費など」を控除した額をいいます。「長期譲渡所得および短期譲渡所得に係る特別控除額」と「年金収入に係る所得額」

（第１～５段階のみ）を控除した額となります（年金収入のみの方であれば年金収入額から公的年金控除額を引いた額です）。 問い合わせは、介護保険課 介護保険係まで。

第１号被保険者（65歳以上の方）介護保険料の改正ポイント

①保険料基準額の見直し
　基準年額58,800円から62,400円
　（基準月額4,900円から5,200円）に改定されました。
②合計所得金額の改正
　保険料算定の所得段階を10段階から13段階に細分化するとともに
第９期介護保険事業計画における第１号保険料の基準所得金額につい
ては、国が示す基準に基づき改正されました。

　 令和6年４４月から
介護保険料を見直します!

みんなで支え合う介護保険

スタート

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

　 令和　 令和　 令和
６５歳以上

の
みなさんへ

あなたは生活保護を
受けていますか？

あなたと同じ世帯
に住民税が課税さ
れている方がいま
すか？

あなたの合計所
得金額は？

あなたの課税年金
収入額※1と合計所
得金額※2の合計が
８０万円以下です
か？

あなたは住民税が課
税されていますか？

改正前（令和３～５年度）

第６段階 本人課税、合計所得金額125万円未満

第７段階 本人課税、125万円≦合計所得金額＜210万円

第８段階 本人課税、210万円≦合計所得金額＜320万円

第９段階 本人課税、320万円≦合計所得金額＜400万円

第10段階 本人課税、400万円以上

改正後（令和６～８年度）

第６段階 本人課税、合計所得金額120万円未満

第７段階 本人課税、120万円≦合計所得金額＜210万円

第８段階 本人課税、210万円≦合計所得金額＜320万円

第９段階 本人課税、320万円≦合計所得金額＜420万円

第10段階 本人課税、420万円≦合計所得金額＜520万円

第11段階 本人課税、520万円≦合計所得金額＜620万円

第12段階 本人課税、620万円≦合計所得金額＜720万円

第13段階 本人課税、合計所得金額720万円以上
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《用語解説》
※１　課税年金収入額とは ……�老齢退職年金などの収入額をいいます。障害年金や遺族年金は税法上、非課税扱いとなりこの収入額には含まれません。
※２　合 計 所 得 金 額とは�……��「収入金額」から「必要経費など」を控除した額をいいます。「長期譲渡所得および短期譲渡所得に係る特別控除額」と「年金収入に係る所得額」

（第１～５段階のみ）を控除した額となります（年金収入のみの方であれば年金収入額から公的年金控除額を引いた額です）。

　平成12年４月にスタートした介護保険制度。高齢者の方や実際に介護が必要と認定された方、介護をされているご家族
の方へのアンケートなどを基に、町民や保健・福祉・医療関係機関代表とで構成する「高齢者福祉計画策定委員会・介護保
険運営協議会」において、より利用しやすい制度の内容や保険料を検討し、令和６年度から令和８年度までの期間の「高
齢者福祉計画・第９期介護保険事業計画」を策定しました。65歳以上の方の介護保険料はこの計画により算定されており、
３年ごとに見直しを行なっています。
　本町の介護保険の状況は、平成12年の制度開始以来、在宅サービスの需要の増加に応える形で新規事業所の参入や定員
の増員など基盤整備が図られ、利用しやすい環境が整備されてきました。今後も高齢者の増加に伴い要介護認定者も増加す
るものと思われることから、地域支援事業による介護予防の取り組みを進めています。

新たな介護保険料は、高齢化率の上昇に伴う認定者数の増加、令和６年４月から実施される介護報酬の改定などの影響に
より、基準額で月額5,200円と第８期介護保険事業計画期間と比較し300円の増額となります。
　介護保険制度は、みなさんの介護保険料によって支えられている制度です。ご理解とご協力をお願いします。

　第１号被保険者（65歳以上の方）の保険料は、所得に応じた負担となるよう、基準額（第５段階）を基に、13段階に
設定しています。
賦課期日（４月１日）の「前年の年金収入額や合計所得金額および世帯の課税状況」などに応じて次のとおりとなります。

あなたの介護保険料は？（年額）

（令和６年度～令和８年度までの保険料／年額）

はい

はい

はい

いいえいいえ

いいえ

◦�生活保護を受けている方
◦�世帯全員が住民税非課税で本人の「課税年金
収入額＋合計所得金額」が80万円以下の方

◦�世帯全員が住民税非課税で第１段階に該当し
ない方で、本人の「課税年金収入額＋合計所
得金額」が120万円以下の方

◦�世帯全員が住民税非課税で第２段階に該当し
ない方

◦�本人が住民税非課税で世帯内に住民税課税者
がいる方で、本人の「課税年金収入額＋合計
所得金額」が80万円以下の方

◦�本人が住民税非課税で世帯内に住民税課税者
がいる方で、第４段階に該当しない方

◦�本人が住民税課税者で「合計所得金額」が
120万円未満の方

◦�本人が住民税課税者で「合計所得金額」が
120万円以上210万円未満の方

◦�本人が住民税課税者で「合計所得金額」が
210万円以上320万円未満の方

◦�本人が住民税課税者で「合計所得金額」が
320万円以上420万円未満の方

◦�本人が住民税課税者で「合計所得金額」が
420万円以上520万円未満の方

◦�本人が住民税課税者で「合計所得金額」が
520万円以上620万円未満の方

◦�本人が住民税課税者で「合計所得金額」が
620万円以上720万円未満の方

◦�本人が住民税課税者で「合計所得金額」が
720万円以上の方

あなたの課税年金
収入額※1と合計所
得金額※2の合計が
８０万円以下です
か？

あなたの課税年金
収入額※1と合計所
得金額※2の合計が
１２０万円以下で
すか？

１２０万円未満

２１０万円以上
３２０万円未満

あなたの課税年金
収入額※1と合計所
得金額※2の合計が
８０万円以下です
か？

１２０万円以上
２１０万円未満

３２０万円以上
４２０万円未満

４２０万円以上
５２０万円未満

５２０万円以上
６２０万円未満

６２０万円以上
７２０万円未満

７２０万円以上

基準額×0.285
 17,800円
基準額×0.485
 30,300円
基準額×0.685
 42,800円
基準額×0.9
 56,100円

基準額
 62,400円
基準額×1.2
 74,800円
基準額×1.3
 81,100円
基準額×1.5
 93,600円
基準額×1.7
106,000円
基準額×1.9
118,500円
基準額×2.1
131,000円
基準額×2.3
143,500円
基準額×2.4
149,700円

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

第７段階

第８段階

第９段階

第10段階

第11段階

第12段階

第13段階
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昭和56年５月31日以前に着工された住宅で、耐震診断の結果「倒壊する危険性が高い
ものについて、住宅をすべて解体し除去する工事」をいいます。除却工事とは

令和６年度より「除却工事」が補助対象事業となりました

ワンポイント防 災 第110回 住まいの耐震化

詳しくは、総務課 防災係まで。

【窓口、問い合わせ先】
根室振興局建設指導課

❸0153-23-6832　❹0153-23-6217 【問い合わせ先】
住宅金融支援機構

TEL0120-0860-35（通話無料）
営業時間：９時～17時（祝日、年末年始を除く）

じゃがいもずきん
「ききぼう」くん

　1995年（平成７年）に発生した阪神・
淡路大震災では、亡くなられた方の大半は
建物などの倒壊による圧迫死・窒息死によ
るものとされています。
　今年１月１日に発生した能登半島地震で
も被害拡大の一因と指摘されているのが木
造住宅の低い耐震化率とされています。

　中標津町では、地震などによる住宅の倒壊を防止し、
その安全性の向上を図るために、「耐震診断」や「耐
震改修」「除却工事」などを行う住宅の所有者に対して、
その事業に要する費用の一部を補助する制度を設けて
います。
■補助の対象となる事業
　＊耐震診断
　　�　現地調査や構造計算によって、建物に耐震性が

あるかを建築士に判定してもらう。
　＊補強設計
　　�　耐震診断の結果、「倒壊する可能性がある」ま

たは「倒壊する可能性が高い」と判定された場合
に補強方法を設計してもらう。

　＊耐震改修
　　�　策定された補強計画に基づき、耐震改修（補強）

工事を行う。
■補助の主な要件
　次のいずれにも該当する中標津町内にある既存住宅
が対象となります。
＊�中標津町内に住所を有し、町税等を完納している申
請者自らが居住している既存住宅

＊昭和56年５月31日以前に着工されたもの
＊�耐震診断の結果、「倒壊する可能性がある」または「倒
壊する可能性が高い」と判定された住宅

　根室振興局では、戸建て木造住宅の無料耐震診断
を実施していますので、ご自宅の耐震診断に活用し
てください。
　なお、耐震診断申込書は
ウェブサイトからダウン
ロードし、必要事項を記入
のうえ、郵送またはＦＡＸ
にて窓口あてに送付して
ください。

住宅金融支援機構の高齢者向け返済特例制度
（耐震補強工事・部分的バリアフリー工事・

ヒートショック対策工事）
・全期間固定金利
・1,500万円まで融資可能
・毎月の返済は利息のみ
・元金はお亡くなりになったときの一括返済
・公的年金収入のみでも申込可能
・�高齢者住宅財団が連帯保証（保証なしコースもあ
ります）

■補助限度額（１戸あたり）

対象事業 補助対象経費 補助金交付額
（最大）

耐震診断 耐震診断に要する経費 ８万９千円�

補強設計 補強設計に要する経費 10万円�

耐震改修 耐震改修（除却）工事に
要する経費（工事実施に
伴う付帯工事を含む）

70万円�
除却（解体）工事

■申請方法
　�　必要な書類や図面を添えて、所定の申請書に必要
事項を記入のうえ、提出してください。

　※�補助金を受けるには、着手する前に申請が必要で
す。まずはご相談ください。

■申請受付期間
　　９月13日㈮まで
■そ の 他
　＊�申請から補助金交付まで

を同じ年度内に行なって
いただきます。

　全国平均では９割近くの住宅で耐震化が
進んでいて、中標津町では８割以上の住宅
で耐震化が進んでいます。
　特に、昭和56年以前の旧耐震基準によ
る建物は地震に弱いとされています。耐震
診断を受け必要な工事を行いましょう。

戸建て木造住宅を
無料で耐震診断します

60歳以上の方のための
リフォーム融資があります

令和６年度中標津町既存住宅耐震化事業補助金交付制度

北海道　無料耐震診断
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～保険料は『前納』（まとめて前払い）がお得です～

　令和６年４月分からの国民年金保険料の額は、月額16,980円（令和６年３月分までは16,520円）となります。
　付加保険料を申し込まれている方は、400円を上乗せした17,380円が月額の保険料です。

※「前納額」は、現金またはクレジットカードで納付した場合の額です。
※（　）内の割引額は、１か月ごと納付した場合の合計額と比べて割引となる額です。
※口座振替で前納する場合は、さらに割引額が大きくなります。

問い合わせは、住民保険課 保険年金係まで。

令和６年度の国民年金保険料は月額16,980円です

前納する期間 前納額 納付期限
前納 令和６年４月～令和７年３月分（１年分） 200,140円（3,620円割引） ４月30日
上期 令和６年４月～令和６年９月分（６か月分） 101,050円   （830円割引） ４月30日
下期 令和６年10月～令和７年３月分（６か月分） 101,050円   （830円割引）10月31日

　町内認定店の特色を生かした限
定メニューは公式ＳＮＳで紹介し
ています。
　ぜひ、“今しか食べられない旬
のメニュー”をチェックして楽し
んでください！

「旬の食材を活かした料理」提供店

問い合わせは、なかしべつ旬の食材活用推進協議会（事務局：経済振興課 観光振興係）まで。

◦炙りや�達磨� ◦板前料理�はねだ� ◦鮨�わたなべ� ◦食事どころとらや� ◦炭火焼肉�雅々
◦そば処�富貴庵� ◦創作ダイニングNORTH�KITCHEN� ◦中国料理�大和殿� ◦東龍門
◦○ほ食堂� ◦焼肉酒菜○まる� ◦むらかみうどん� ◦炉ばた�開陽台� （順不同）

春の限定メニューが帰ってくる！春の限定メニューが帰ってくる！
４月中旬４月中旬～６月は柔らかく、脂が豊かな～６月は柔らかく、脂が豊かな

「サクラマス」の限定メニューが再び登場！「サクラマス」の限定メニューが再び登場！

検索日本習字 大志教室

中標津町内2カ所で開講中

入会キャンベーン期間中お申込みの方で

1年以上受講していただける方には

習字道具セ 進呈中

入会キャンペーン実施中

お申し込みや詳しい情報は

Web や LINE で受付中

- 2024年 1月 22日(月)～9月 20日(金) -

佐々木 古寿恵講師

中標津小学校近辺
水曜日

14:30～17:00
土曜日

１０:00〜１２:00
14:30～17:00

大志教室

丸山小学校近辺

木曜日

14:45～17:00

西町会館

有料広告
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　汲み取りに係る経費が増加していることか
ら、現在の汲み取り体制の維持のため、令和
６年10月１日より、約15年ぶりに汲み取り
料金が改定となります。今後も段階的な改定
として、令和８年に再検討予定です。

　窓口が混み合うことも予想されますので、お時間に余裕を持ってお越しください。
　なお、詳しい内容は、町ホームページまたは生活課（役場１階窓口③番）にパンフレットを置いています。

中標津町合葬墓の使用を開始します

トイレや浄化槽の汲み取り料金が変わります

問い合わせは、生活課 環境衛生係まで。

いきいき教室
　ご自身はもちろん、みんなで体も脳も“いきいき”
と生活を送れるように教室を開催します。

時　　間：10時～11時30分
場　　所：�総合福祉センター（プラット）三世代

交流室・健康増進室
　　　　　※送迎はありません
参加対象：�40歳以上の町民の方で、要介護認定

を受けていない方
参 加 費：無料
申し込み：�５月２日㈭まで（各日程で空きがあれ

ば随時申し込み可能です）
そ の 他：�動きやすい服装（ストッキングは避け

てください）、上靴、飲料水、筆記用
具があるとよいです。

申込方法：�電話またはＷＥＢ予約（右記
のＱＲコードから申し込みが
できます！）

申し込み・問い合わせは、介護保険課 介護支援係まで。

日　　程 内　　　　容 講　　　　師
５月９日㈭ 簡単！体チェック 包括支援センター

理学療法士・保健師

６月13日㈭ 特殊詐欺などについて 中標津津警察署
生活安全課

７月11日㈭ ふまねっと ふまねっとインストラクター
澤野�功氏

８月８日㈭ ふまねっと ふまねっとインストラクター
澤野�功氏

９月12日㈭ 介護保険・認知症予防について 包括支援センター　保健師

10月10日㈭ お口の健康についてなど 保健センター
歯科衛生士

11月14日㈭ 食生活などについて 保健センター　栄養士

12月12日㈭ 簡単！ストレッチ 包括支援センター
理学療法士

１月９日㈭ 生活習慣病などについて 保健センター　保健師

２月13日㈭ 簡単！貯筋運動 包括支援センター
理学療法士・保健師

有料広告

区　　　　分 新料金 現在の料金
下水道処理区域内の家庭（主に市街地） 13.00円/L 10.00円/L
事業所・官公庁 13.00円/L 10.00円/L
下水道処理区域外の家庭（市街地周辺・郡部） 8.32円/L 6.40円/L

◆申請方法
・�「使用許可申請書」「埋蔵同意書兼承諾書」に記入のうえ、生
活課窓口で申請してください。

・�添付書類として「火葬許可証（または改葬許可証）」、申請者
の住所確認書類（住民票等）、親族関係が確認できる書類（戸
籍謄本等）などが必要です。詳しくは、窓口で説明します。

※ 申請者の他に、「親族」から１名の同意者が必要になります。
◆使用資格　以下の①～③のいずれかに該当する人
①�本町に現住所があり（または以前住所があった）、親族の焼
骨を埋蔵しようとする人

②�生前、本町に住所があった故人の焼骨を埋蔵しようとする人
③�町内にある墓地や納骨堂に埋蔵されている焼骨を合葬墓に改
葬しようとする人

※�現在、町営墓地にお墓（または区画）がある場合は、墓じま
い後に申請できます。

※生前受付はできません。

◆使用料
・�使用許可を受けた際に使用料を納付していただきます。毎年
の管理料等は不要です。

・�申請者の現住所が町内の場合：焼骨１体につき15,000円（町
外の場合は30,000円）

・�生活保護受給者である場合などに、使用料を減免する制度が
あります。

◆埋蔵方法など
・�焼骨は埋蔵すると取り出せません。事前にご親族でよく相談

してください。
・�納骨ができる期間は、原則、毎年４月１日から11月30日ま
での平日のみです。

・�お骨の埋蔵時は、親族等が骨箱や骨壺から「焼骨のみ」を取
り出し、自ら合葬墓に直接入れていただきます。また、焼骨
以外の副葬品は埋蔵できません。

・町では永代供養等の宗教的儀式は一切行いません。
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　畜産食品加工研修センターでは、令和６年度『ＡＦくらぶ』会員を募集します。
　『ＡＦくらぶ』とは、研修センターの製品（地元の牛乳で作った乳製品、道東産の肉で作っ
た肉製品）をご愛顧いただく会で、店頭販売していない製品を数多く販売しています。

募集期間　４月３日㈬～４月23日㈫　　　募集人数　50人程度
頒布期間　令和６年６月～令和７年３月（毎月またはお好きな月を選んで購入できます）

チーズ（６種類）、ウインナーソーセージ（８種類）、ビーフジャーキー（２種類）、ボロ
ニアソーセージ、ベーコン、ハム入ソーセージ、フランクフルト、ロースハム、ロースト
ビーフ、スモークビーフ、ヨーグルト（以上の製品をセットにし、月替えで頒布します）

案内書を希望する方は、以下までお問い合わせください（土・日・祝日除く）。

『ＡＦくらぶ』会員募集のご案内

主な製品内容

申し込みは、畜産食品加工研修センター　❸７８－２２１６まで。

自衛隊帯広地方協力本部 中標津地域事務所
（中標津町東１条南１丁目７－１）

❸72－0120まで。

令和６年度 陸・海・空自衛官等募集中

※細部問い合わせおよび説明は随時受付中

相談無料！ ⾒積無料！ 休⽇対応！

中標津町の皆様へ

墓 じ ま い を

お 考 え の ⽅ 。

今 の お 墓 の 悩 み

解 決 し ま す ！

加藤石材加加加加藤藤藤藤石石石石材材材材加藤石材 までままままででででまで

お電話ください！おおおお電電電電話話話話くくくくだだだだささささいいいい！！！！お電話ください！

00112200--777788--5544440120-778-544
ルルフリーダイヤル

有料広告

募集種目 受 付 期 間 試 験 期 日 合 格 発 表 そ　の　他

航空学生
7月1日～9月5日 １次：9月16日

２次：10月12日～17日
３次：海�11月15日～12月11日
　　　空�11月9日～12月12日

１次：10月4日
２次：海�11月6日
　　　空�10月31日
最終：1月20日

一般曹候補生

①3月1日～5月7日
　（一般）
②7月1日～9月3日
　（現役高校生・一般）
③10月1～11月28日

①１次：5月17日～26日
　２次：6月15日～30日
②１次：9月14日～22日
　２次：10月12日～27日
③１次：12月7日～12日
　２次：1月6日～13日

①１次：6月6日
　最終：7月18日
②１次：10月3日
　最終：11月21日
③１次：12月23日
　最終：1月30日

「曹」となる自衛官

自衛官候補生
年間を通じて
行なっています。

受付時にお知らせします。 ※�上記のほかにも設
定する場合がある。

「任期制」の自衛官
選抜試験で合格後
「曹」も可能

予備自衛官補（一般）
予備自衛官補（技術）

（国家免許資格
等を有する者）

①1月22日～4月11日
②※6月1日～9月19日
※�①で採用予定数を採用
した場合は、②を実施
しない場合あり。

①4月6日～21日
②9月21日～10月7日

【合格発表】
①5月29日
②11月7日

所定の教育訓練終了
後予備自衛官として
任用
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　中標津町では町民のみな
さんへ緊急的に情報提供が
必要な場合に備え、中標津
町緊急情報メール（キキボ
ウ）にて情報発信を行う体
制を整備しています。
　登録については、次のア
ドレスに空メールを送信し
てください。
nakashibetsu@
raiden.ktaiwork.jp

■中標津町役場
　❸73-3111
■中標津町役場
　計根別支所
　❸78-2211
■中標津町保健センター
　❸72-2733
■中標津警察署
　❸72-0110
■中標津消防署
　❸72-2181
■中標津町立病院
　❸72-8200
■中標津保健所
　❸72-2168

くらしくらし
のの

ひろばひろば
Information

広報なかしべつ　2024.4

教養を高めよりよい文化を育てましょう（町民憲章より）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド　
　
　
　
　
　

夜
間
窓
口
に
つ
い
て

　
日
中
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
が

困
難
な
方
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
夜
間
窓
口

を
開
設
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
に

限
ら
ず
、
券
面
事
項
・
電
子
証
明
書
の
更
新
手
続

き
な
ど
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
係
る
手
続
き
で

あ
れ
ば
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

時
夜
間
窓
口　
４
月
16
日
㈫　
18
時
～
19
時
45
分

問
住
民
保
険
課
戸
籍
住
民
係

年
金
相
談
所
開
設
の
お
知
ら
せ

　
釧
路
年
金
事
務
所
の
年
金
相
談
所
が
次
の
日
程

で
開
設
さ
れ
ま
す
。
相
談
は
完
全
予
約
制
で
す
。

時
５
月
８
日
㈬　
13
時
～
17
時

　
５
月
９
日
㈭　
９
時
～
14
時

所
中
標
津
町
役
場　
２
階
２
０
２
会
議
室

申
釧
路
年
金
事
務
所

　
❸
０
１
５
４
（
２
５
）
１
５
２
１

※
電
話
を
か
け
る
と
自
動
音
声
が
流
れ
ま
す
。
最

初
の
案
内
で
「
１
」
を
、
次
の
案
内
で
「
２
」

を
押
し
て
く
だ
さ
い
。
お
客
様
相
談
室
に
つ
な

が
り
ま
す
。

下
水
汚
泥
た
い
肥﹁
環
甦
﹂の
配
布
に
つ
い
て

　
資
源
循
環
型
社
会
の
構
築
を
目
指
す
取
り
組
み

と
し
て
、
春
用
た
い
肥
（
下
水
汚
泥
た
い
肥
）
の

配
布
を
行
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
た
い
肥

袋
（
肥
料
袋
等
）
を
ご
持
参
の
う
え
お
越
し
く
だ

さ
い
（
家
庭
の
花
壇
、
葉
物
野
菜
等
の
補
助
肥
料

に
適
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
）。

時
４
月
10
日
㈬
～
19
日
㈮
（
土
日
を
含
む
）

10
時
～
15
時

所
下
水
終
末
処
理
場
東
35
条
北
６
丁
目
１
番
地

問
上
下
水
道
課
下
水
道
係

上
下
水
道
課
か
ら
の
お
願
い

　
下
水
道
管
の
つ
ま
り
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

天
ぷ
ら
油
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
等
は
、
つ
ま

り
の
元
と
な
る
た
め
流
さ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
飲
食
店
で
は
排
水
設
備
の
定
期
清
掃

の
実
施
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
上
下
水
道
課
下
水
道
係

令
和
６
年
度
は
固
定
資
産
の　
　
　
　

評
価
替
え
年
度
で
す

　
固
定
資
産
税
お
よ
び
都
市
計
画
税
に
か
か
る
土

地
と
家
屋
の
価
格
は
、
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り

３
年
に
一
度
見
直
し
（
評
価
替
え
）
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
評
価
替
え
の
年
度
と
な
る
た

め
、
３
年
間
の
価
格
変
動
を
反
映
さ
せ
た
評
価
額

に
見
直
し
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
し
て
い

ま
す
。

【
課
税
台
帳
の
閲
覧
・
価
格
等
の
縦
覧
】

　
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
と
価
格
等
縦
覧
簿

の
縦
覧
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

時
４
月
１
日
㈪
～
５
月
31
日
㈮

　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

所
税
務
課

持
運
転
免
許
証
等
本
人
確
認
で
き
る
書
類
、
代
理

人
ま
た
は
法
人
の
場
合
は
委
任
状

　
※
納
税
通
知
書
の
発
送
は
、
５
月
１
日
㈬
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

問
税
務
課
資
産
税
係

一　
般

ご
み
収
集
の
お
知
ら
せ

　
祝
日
に
お
け
る
ご
み
収
集
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

日　
　
程

ご
み
収
集

最
終
処
分
場

４
月
29
日
㈪
㈷
通
常
ど
お
り
通
常
ど
お
り

５
月
３
日
㈮
㈷

休　
　
み

休　
　
み

５
月
４
日
㈯
㈷

休　
　
み

９
時
～
12
時

５
月
５
日
㈰
㈷

休　
　
み

休　
　
み

５
月
６
日
㈪
㈷

休　
　
み

休　
　
み

問
生
活
課
環
境
衛
生
係

河
川
水
質
調
査
結
果

　
町
で
は
、
毎
年
、
環
境
保
全
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
に
河
川
水
質
調
査
を
行
い
、
清
浄
な
水
質
を

維
持
し
て
い
ま
す
。
調
査
箇
所
は
、
町
を
流
下
す

る
標
津
川
と
当
幌
川
の
上
流
部
と
下
流
部
の
４
箇

所
で
、
結
果
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。

問
生
活
課
環
境
衛
生
係

な
か
し
べ
つ
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
が　
　
　

開
業
し
ま
し
た

　
中
標
津
町
開
業
医
誘
致
条
例
に
基
づ
き
助
成
を

行
な
っ
た
診
療
所
第
１
号
が
開
業
し
ま
し
た
。

所
な
か
し
べ
つ
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

西
５
条
北
２
丁
目
２
番
地

　
（
旧
富
沢
内
科
医
院
跡
）

他
診
療
科
目
：
内
科
、
消
化
器
科

　
診
療
時
間
：
７
時
～
11
時

　
　
　
　
　
　
13
時
～
15
時
30
分

　
休
診
日
：
土
・
日
・
祝
日

問
な
か
し
べ
つ
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
❸
（
７
２
）
２
５
１
６

税　
金

町
税
等
納
付
で
利
用
可
能
な
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
が
増
え
ま
す

　

町
道
民
税
（
普
通
徴
収
）・
固
定
資
産
税
・
軽

自
動
車
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・
町
営
住
宅
使
用

料
・
駐
車
場
使
用
料
の
納
付
で
利
用
可
能
な
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
が
今
月
か
ら
増
え
ま

し
た
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
を
利
用
し
て
、

納
付
書
に
印
字
さ
れ
て
い
る
コ
ン
ビ
ニ
収
納
用

バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
こ
と
で
、
町
税
等
を
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
・
Ｐ
ａ
ｙ
ｐ
ａ
ｙ　
請
求
書
支
払
い

　
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
ａ
ｙ　
請
求
書
支
払
い

　
・
ａ
ｕ
Ｐ
Ａ
Ｙ　
請
求
書
払
い

　
・
支
払
秘
書

　
・
Ｊ
︱
Ｃ
ｏ
ｉ
ｎ　
請
求
書
払
い

　
・
ｄ
払
い　
請
求
書
払
い

問
納
税
課
収
納
係

健　
康

こ
ど
も
相
談
の
お
知
ら
せ

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
就
学
前
ま
で
の
お
子
さ

ん
の
発
達
に
関
し
て
専
門
職
に
よ
る
個
別
相
談
の

日
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
「
転
び
や
す
い
」、「
言
葉
が
遅
い
気
が
す
る
」、

「
発
音
が
気
に
な
る
」、「
ど
も
り
が
あ
る
」、「
お
ち

つ
き
が
な
い
」
な
ど
ご
家
庭
や
集
団
の
中
で
困
っ

て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
お
気
軽
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

時
月
２
回
（
予
約
制
）

所
中
標
津
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

対
就
学
前
ま
で
の
お
子
さ
ん

担
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
作
業
療
法

士・言
語
聴
覚
士・公
認
心
理
師
が
担
当
し
ま
す
。

問
中
標
津
町
保
健
セ
ン
タ
ー

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン　
　
　
　
　

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

　
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
の
対

象
者
は
、小
学
６
年
生
か
ら
高
校
１
年
生
（
相
当
）

の
女
子
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
に
接
種
機
会
を
逃
し

た
、
平
成
９
～
19
年
度
生
ま
れ
の
方
も
公
費
で
予

防
接
種
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

時
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

所
町
立
中
標
津
病
院　
※
要
予
約

な
か
し
べ
つ
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

❸
（
７
２
）
２
５
１
６

　
※
中
学
生
以
上
・
要
予
約

問
中
標
津
町
保
健
セ
ン
タ
ー
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有料広告

水
道
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

　
新
し
く
当
町
に
お
住
ま
い
に
な
っ
た
方
や
、
町

内
で
引
っ
越
し
を
さ
れ
た
方
は
、
水
道
の
使
用
開

始
・
終
了
の
届
出
が
必
要
で
す
。
届
出
は
電
話
で

も
で
き
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
転
居
を
さ
れ
る
方
は
、
転
居
日
が
決

ま
っ
て
い
れ
ば
事
前
の
手
続
き
も
可
能
で
す
。
ま

た
、
引
っ
越
し
の
際
は
、
必
ず
室
内
の
元
栓
を
閉

め
て
か
ら
退
去
し
て
く
だ
さ
い
。

問�

上
下
水
道
課�

業
務
係

８
月
25
日
は
中
標
津
町
長
選
挙
・　
　
　

中
標
津
町
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す

　
任
期
満
了
に
伴
う
中
標
津
町
長
選
挙
お
よ
び
中

標
津
町
議
会
議
員
選
挙
の
選
挙
期
日
等
を
次
の
と

お
り
決
定
し
ま
し
た
。

時
告
示
日�

令
和
６
年
８
月
20
日
㈫

　
選
挙
期
日�

令
和
６
年
８
月
25
日
㈰

問
中
標
津
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
❸
（
７
３
）
３
１
１
１

令
和
６
年
度
心
身
障
が
い
者　
　
　
　

一
般
巡
回
相
談
に
つ
い
て

　
北
海
道
立
心
身
障
害
者
総
合
相
談
所
の
一
般
巡

回
相
談
が
、
次
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
身
体
障
が
い
・
知
的
障
が
い
・
そ
の
他
心
身
障

が
い
・
補
装
具
に
関
す
る
ご
相
談
、
ま
た
は
判
定

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
期
日
ま
で
に
事
前
申
し
込

み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

時
６
月
４
日
㈫　
９
時
～
17
時

　
６
月
５
日
㈬　
９
時
～
17
時

所
中
標
津
町
総
合
文
化
会
館

　
２
階
（
第
１
研
修
室
ほ
か
）

対
・�

18
歳
以
上
の
知
的
障
が
い
を
お
持
ち
で
、
新

た
に
療
育
手
帳
の
取
得
を
希
望
さ
れ
る
方
、

ま
た
は
す
で
に
取
得
さ
れ
て
い
る
療
育
手
帳
の

再
判
定
を
直
接
判
定
で
行
う
必
要
が
あ
る
方

　
・�

18
歳
以
上
の
身
体
障
が
い
を
お
持
ち
で
、
電

動
車
い
す
等
の
補
装
具
の
交
付
を
希
望
さ
れ

る
方

期
４
月
19
日
㈮
ま
で

申
問
福
祉
課�

障
が
い
福
祉
係

優
良
運
転
表
彰
者
募
集
の
お
知
ら
せ

　
中
標
津
町
交
通
安
全
協
会
で
は
、
優
良
運
転
表

彰
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対 

中
標
津
地
方
交
通
安
全
協
会
の
会
員
で
５
年
、

10
年
、
15
年
、
20
年
、
30
年
以
上
事
故
を
起
こ

さ
ず
、
行
政
処
分
の
前
歴
が
な
く
過
去
３
年
以

内
に
交
通
法
令
違
反
を
犯
し
た
こ
と
の
な
い
方

期
５
月
２
日
㈭
～
５
月
17
日
㈮

持
①
表
彰
申
込
書

　
　
生
活
課
（
役
場
１
階
窓
口
③
番
）
で
配
布

　
②�

本
年
５
月
１
日
以
降
に
発
行
さ
れ
た

　
　
無
事
故
・
無
違
反
証
明
書
（
本
紙
）

問�

生
活
課�

交
通
町
民
相
談
係

ぷ
ら
っ
と
茶
ふ
ぇ
の
お
知
ら
せ

　
だ
れ
で
も
利
用
で
き
る
無
料
カ
フ
ェ
で
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
お
待
ち
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
一
人
で
来
て
い
た
だ
い
て
も
大
丈
夫
で
す
。

お
茶
を
飲
ん
だ
り
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
自
由
に
参

加
で
き
ま
す
。
ボ
ッ
チ
ャ
大
会
な
ど
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
！

時
毎
月
第
１
・
３
水
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　
※�

４
月
の
第
１
水
曜
日
（
３
日
）
は
お
休
み
で

す
。
10
時
～
12
時

問
中
標
津
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

緑
ヶ
丘
森
林
公
園
キ
ャ
ン
プ
場　
　
　

５
月
１
日
よ
り
営
業
開
始
！

　
５
月
１
日
よ
り
緑
ヶ
丘
森
林
公
園
キ
ャ
ン
プ
場

の
営
業
が
始
ま
り
ま
す
。

　
キ
ャ
ン
プ
場
再
整
備
に
伴
い
、
６
月
上
旬
よ
り

工
事
が
始
ま
り
、
安
全
面
を
考
慮
し
、
利
用
区
画

の
制
限
な
ど
を
行
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
な
お
、
工
事
に
伴
う
、
利
用
区
域
の
制
限
な
ど

の
詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
予
約
サ

イ
ト
「
な
っ
ぷ
」
で
発
信
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

他
予
約
方
法

　
・�

利
用
日
の
前
日
正
午
ま
で
の
予
約
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ

予
約
サ
イ
ト
「
な
っ
ぷ
」
か
ら

　
・�

利
用
日
の
前
日
正
午
以
降
の
予
約
は
、
緑
ヶ

丘
森
林
公
園
管
理
事
務
所
に
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

　
　
❸
（
７
３
）
２
１
９
１

問
管
理
課�

管
理
係

春
の
全
道
火
災
予
防
運
動

　
中
標
津
消
防
署
で
は
、
空
気
の
乾
燥
お
よ
び
強

風
等
に
よ
り
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え

る
に
当
た
り
春
の
全
道
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し

ま
す
。

　
期
間
中
は
、
防
火
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や
消
防
車

両
に
よ
る
広
報
、
各
種
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
『
火
の

用
心
』
の
呼
び
掛
け
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
町
民

の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

期
４
月
20
日
㈯
～
30
日
㈫
ま
で
の
11
日
間

　
期
間
中
行
事

　
①
初
日
行
事
セ
レ
モ
ニ
ー

　
　
時
４
月
22
日
㈪　
10
時

　
　
所
中
標
津
消
防
署
庁
舎
前

　
②
街
頭
啓
発

　
　
時
４
月
22
日
㈪　
10
時
20
分

　
　
所
町
内
大
型
店
舗
前

問
中
標
津
消
防
署�

予
防
課
予
防
係

山
を
歩
く
時
は

　
春
は
山
菜
採
り
や
魚
釣
り
等
味
覚
の
シ
ー
ズ
ン
。

山
や
川
沿
い
を
歩
く
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ヒ
グ
マ
に
注
意
！

　
中
標
津
町
で
は
、
４
～
５
月
に
か
け
て
、
冬
眠

明
け
の
ヒ
グ
マ
の
目
撃
情
報
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ

ま
す
。

　
今
年
は
雪
が
少
な
い
た
め
、
例
年
よ
り
早
く
ヒ

グ
マ
が
冬
眠
か
ら
目
覚
め
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

・�

一
人
で
歩
か
な
い
！
（
必
ず
複
数
で
行
動
し
ま

し
ょ
う
）

・�

鈴
や
ラ
ジ
オ
を
持
ち
歩
く
！
（
ヒ
グ
マ
は
人
間

が
立
て
る
音
を
嫌
い
ま
す
）

・
薄
暗
い
時
に
は
行
動
し
な
い
！

・�
食
べ
物
や
ゴ
ミ
は
必
ず
持
ち
帰
る
！
（
食
べ
物

の
匂
い
を
、
ヒ
グ
マ
は
学
習
し
ま
す
！
）

・�

フ
ン
や
足
跡
を
発
見
し
た
時
は
引
き
返
す
！

山
に
入
る
前
に
…

・�

国
有
林
や
私
有
地
な
ど
に
立
ち
入
る
際
は
、
必

ず
地
権
者
の
了
解
を
得
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・�

暖
か
く
、
な
る
べ
く
カ
ラ
フ
ル
で
目
立
つ
服
装

　

�

を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
！（
緊
急
事
態
の
時
は
、

ハ
ン
タ
ー
を
伴
い
山
を
捜
索
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。ま
た
、救
助
を
必
要
と
す
る
怪
我
や
遭
難

の
際
に
も
、
そ
こ
に
人
が
居
る
目
印
に
な
り
ま

す
。）

・�

そ
の
他
、
非
常
事
態
に
備
え
た
装
備
を
忘
れ
ず

に
！
（
熊
よ
け
ス
プ
レ
ー
等
）

　
毎
年
日
本
全
国
で
山
菜
と
毒
草
を
間
違
え
た
食

中
毒
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
食
用
と
確
実
に
判
断

で
き
な
い
植
物
を
む
や
み
に
食
べ
る
の
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

問
農
林
課�

自
然
環
境
係

有
害
鳥
獣
駆
除
が
始
ま
り
ま
す

　
中
標
津
町
で
は
農
業
被
害
防
止
・
個
体
数
調
整

の
た
め
、
銃
器
に
よ
る
有
害
鳥
獣
駆
除
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

○
エ
ゾ
シ
カ
：
５
月
上
旬
～
10
月
下
旬

○
ヒ
グ
マ
：
４
月
許
可
日
～
９
月
30
日�

○
カ
ラ
ス
・
キ
ツ
ネ
：
４
月
～
３
月
（
通
年
）

問
農
林
課�

自
然
環
境
係

開
陽
台
展
望
館
オ
ー
プ
ン
の
お
知
ら
せ

時
４
月
29
日
（
月
・
祝
）
10
時

　
※�

観
光
協
会
に
よ
る
オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト
は

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
（
５
月
３
日
～

５
日
）
に
開
催
予
定
で
す
。

問
経
済
振
興
課�

観
光
振
興
係



※
�広
報
紙
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
を
ご
希
望
の
方
は
、

デ
ー
タ
(JPEG

)で
提
供
し
ま
す
の
で
総
務
課
�

広
報
調
査
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

広
報
中
標
津
は
、
環
境
保
護
の
た
め
道
産
間
伐
材
と
古
紙
を
配
合
し
た
用
紙
お

よ
び
100%

植
物
油
型
イ
ン
キ「
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
100」を

使
用
し
て
い
ま
す
。
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デ

ン
ソ
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ブ
の

登
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商
標

で
す

　
お

問
い

合
わ

せ
は

、ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

下
段

の『
お

問
い

合
わ

せ
』よ

り
（
毎
月
６
日
発
行
）

広
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№
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中
標
津

　３月19日、中標津小学校にて卒業
証書授与式が執り行われ、校長先生よ
り卒業生一人ひとりに卒業証書が手渡
されました。
　今春、卒業を迎えられたみなさん、
ご卒業おめでとうございます。

今月の表紙

お詫びと訂正 広報なかしべつ３月号掲載記事の訂正について

２月29日現在住民登録人口　※（　　）内は前月比

22,346（－  65） 【うち外国人 207（＋  1）】
11,040（－  34） 【うち外国人   94（±  0）】
11,306（－  31） 【うち外国人 113（＋  1）】
11,435（－  10）

誕生 10（＋  2）
死亡 26（－  1）
転入 38（－  6）
転出 87（＋ 33）

町立中標津病院からのお知らせ

問い合わせは、町立中標津病院 医事課  ❸７２－８２００まで。

　引っ越しなどにより転入された方は、町立中標津病院に初めて受診される方もいらっしゃると思いま
す。当院の外来受診の流れについてお知らせします。
　※正面玄関の解錠は７時30分、総合受付および自動再来機の受付は７時45分からです。
　　７時30分の解錠前に来院された方には、到着順に受付整理券を配布しています。

　３月号に掲載した泌尿器科外来のオンライン診療の曜日に誤りがありました。お詫びして訂正いたし
ます。訂正箇所は以下のとおりです。

紹介状をお持ちの方はお持ちください。 月が変わったときは保険証もお持ちください。

基本票を３番窓口に提出してください。その後、正面モニターに精算可能
な方の番号が表示されますので、自動精算機でお支払いをお願いします。
（お薬のある方は、処方箋ＦＡＸコーナーをご利用ください）

持ち物：保険証・お薬手帳 持ち物：診察券・お薬手帳

外来受診の流れ

令和７年度

初診の方

総合受付
（１番または

２番）

会　計

診察券を診察券入れに投函してください。　【診察・検査・治療など】各診療科受付

自動再来機

再診の方

（正） （誤）体制 オンライン診療
曜日 第２・第４火曜日 第２・第４水曜日

体制 オンライン診療
曜日 第２・第４水曜日 第２・第４木曜日

申し込み・問い合わせは、総務課 職員係 まで。

職員採用試験（技術職）のお知らせ

募集数等　技術職　２名（土木１名・建築１名）　　　受験資格　町ホームページをご覧ください
試験方法　一次試験：ＳＰＩ３　　二次試験：個別面接（オンライン面接可）
試 験 日　５月19日㈰
試験会場　中標津町役場（全国のテストセンター、自宅等でのオンライン受験も可能）
申込受付　５月８日㈬まで　※郵送の場合は当日の消印有効

　町では、令和７年４月に採用する『技術職（土木・建築）』の採用試験を、
次のとおり実施します。詳細は町のホームページをご覧ください。
　なお、一般事務職を受験される方は、根室管内町職員採用試験（５月１日受
付開始）をお申し込みください。

◦�一次試験は民間企業で多く採用
されている「ＳＰＩ３」を実施
します

◦�試験日程を早め、６月中の内定
を予定しています

◦�希望者には、オンライン面接を
実施します

◀町ホームページは
　こちらから


